
 
 

 

 

 

 

 

 

 

         

                   

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

                                    

 

 

 

 
 

開 講 講 座 一 覧 

 
     
       （閉講式含む） 
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募集定員 

-各クラス- 

受講料 

地域推進 

 

場所：●●で実施 
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高知大学 人文社会科学系 

教育学部門 准教授 
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高知大学 総合科学系 

地域協働教育学部門 准教授 

大槻
お お つ き

 知史
さ と し

 

 

主催：高知大学地域連携推進センター域学連携推進部門／共催：佐川町教育委員会 

申し込み日 各講座の前日まで 

申し込み先 佐川町教育委員会（ TEL 0889‐22‐1110 ） 
 

※当日の参加も可能ですが、できるだけ事前にお申し込み下さい。 

 

受講される方には 

テキストを配布し、 

３回以上出席された 

方には修了証書を 

授与します。 

 

 
     
       （開講式含む） 
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講座題目・講師一覧 
 

開催日 時間 講座の内容と講師 

第 1回 

 

9 月 8日 

（木） 

18:30～ 

18:45 
開  講  式 

18:45 

～ 

20:15 

題目 スポーツからの学び 講師 川田 尚弘 

【内容】スポーツを通して何を学ぶのか。何が学べるのか。 

教育の基本は「知育・徳育・体育」の三育だといわれます。つまり、教育を「頭の教育・心の教育・身

体の教育」という三つに分類しているのです。スポーツではこの”三育”を学べる機会が多くあります。 

勝つことだけが、スポーツの唯一の目的ではありません。子どもの成長過程においてチームワーク、責

任感、貫徹力、友情などを経験的に体得させることができ、また礼節や他者との関わりやコミュニケーシ

ョン力を育むことも可能です。 

本講座ではスポーツと教育・子供との関わり方などについてご紹介します。 

第 2回 

 

9 月 15日 

（木） 

18:30 

～ 

20:00 

題目 
お金をかけずにできる子どもの可能性を引き出す教育 
― 考える力から考え抜く力・考え続ける力の育成へ ― 

講師 鹿嶋 真弓 

【内容】教育費にはお金がかかります。「お金をかければ賢い子が育つ」って本当でしょうか？子どもの可

能性を引き出す鍵は、「不思議だなぁ～、なぜだろう？」と考え続ける習慣をつけることです。そして、そ

の姿を『褒める』ではなく『勇気づける』ことです。お茶の水女子大学委託研究（平成 20年度）によると、

保護者の子どもへの接し方や普段の行動と学力との関係は、統計学的に有意な関係があることが明らかに

なっています。 

どのような接し方や行動が子どものやる気をはぐくみ、可能性を引き出すのでしょう。お金をかけずに

できる、よりよい教育方法を一緒に体験してみましょう 

 

第 3回 

 

9 月 29日 

（木） 

18:30 

～ 

20:00 

題目 発達障害をもつ幼児が穏やかに育つ保育へのヒント 講師 寺田 信一 

【内容】2005 年 4 月に施行された発達障害者支援法から 10 年が経過し、保育所・幼稚園では、園内委員

会(園長・管理職・コーディネータ(Co）+α）を組織し、気になる幼児のニーズを把握し、必要と判断され

れば加配保育士・教諭を配置するという体制が整っていることでしょう。2016年 4月に施行された障害者

差別解消法により、公立の保育所・幼稚園は障害をもつ幼児への差別的取扱いの禁止や合理的配慮の不提

供の禁止が法定義務となりました。こうした障害施策の進展の中で、発達障害をもつ幼児や疑いがある幼

児が穏やかに育つためには、どのような基礎的環境整備や合理的配慮が必要なのでしょうか。 

クラス全体でのユニバーサルデザインによる基本的対応の仕方や個別の指導計画に基づく個別的な対応

法についてお話しします。 

第 4回 

 

10 月 6日 

（木） 

18:30 

～ 

20:00 

題目 
「知っちゅう」を「備えちゅう」に変えるために今日から楽しく
はじめよう「いつも防災」 

講師 大槻 知史 

【内容】防災は難しいもの、専門家がやるもの、女性は口を出さないもの、楽しんではいけないもの、そ

んな先入観は捨ててしまいましょう。 

 ご家庭での毎日の暮らしや、学校でのイベント、ご近所・サークルや職場での普段の活動に+α を加え

るだけで、防災は楽しくカンタンにはじめられます。楽しく、無理なく今日からはじめられる「いつも防

災」について実例をまじえながら、一緒に考えましょう。 

第 5回 

 

10月13日 

（木） 

18:30 

～ 

20:00 

題目 
保育所の保護者支援について考える  
～関係機関や地域とのつながり～ 

講師 三ツ石 行宏 

【内容】保育所を利用する子どもの保護者の中には、子育てに関して色々な問題を抱えた人たちがいます。

そのような問題の背景には生活上の問題がある場合もあって、保育所に勤務する保育士のみで対応できる

ものばかりではありません。その場合、他機関や地域との連携・協力が必要になってきます。 

本講座では、子育てに関係する機関・施設についてふれたうえで、関係機関や地域との連携・協力が必

要な事例等を取り上げながら、望ましい保護者支援について皆さんと一緒に考えていきたいと思います 

20:00～ 

 20:15 
閉  講  式 
（修了証書授与） 

 

  

 HISIX FM 高知 http://www.fmkochi.com/  

             

－ ご 案 内 － 

『 THE こうちユニバーシティ CLUB 』 
 
～毎週日曜日 休日の朝のひととき  

【 9 時半からの 25 分間 】ぜひお楽しみ下さい。～ 

 

“THE こうちユニバーシティ CLUB”では、 

学生、教職員、OB・OG、保護者、そして 

高知大学の絶大なるサポーターである地域の皆様 

それぞれの目線で、高知大学が行っている教育、 

研究、地域貢献、また未来を創造する人材の育成、 

地域の皆様方との触れ合いについてお伝えします。  

高知大学ラジオ番組 

高知大学地域連携推進センター、 

域学連携推進部門では、いろいろな学習の場
を提供しています。 

なんでもお気軽にご相談下さい。 

お問合せ先：高知大学 地域連携推進センター 域学連携推進部門 

連絡先 ：TEL 088-844-8454／FAX 088-844-8556 

E-mail  ：kokaikoza@kochi-u.ac.jp 

HP URL ：http://www.kochi-coc.jp/ HP：http://www.kochi-coc.jp/ 


